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近世社ギrm築の il)l,l査はすでに企図的に行なわれて軌道にー来っており， 当研究所の 立地する奈

良県においても近年中に実施の予定である。それへの足悶めとして， また一地l亙を悉皆的に調

査する官、凶のもとに， 明1-i:寄付を対象として取り上げ， 地元であるJIU：；，族！京宮跡発！�I印EMfllと

飛鳥資料百iの 辿築の研究Hが調Jf.を担当し， 村内すべての社寺を巡った。 村内38 の大字ごと

にほぼー箇所以上の 相11社 ・ 寺院があり， 社＇｛fーが生活に後1'112した存在であった こ とを物語ってし 、

る。一次調査を行なったのは利時j；が31件62l来， 寺院が401'1° 82械である。年代的には 19 111：紀

以後のものが火
、
ドを占めるが， 17世紀のill桃が2棟（ト

＂
J�および祝Ji ・ 1..'lドJ，�11＇限7

・＇
'j-Si,:）あり， 18 1止

紀の 泣椛をrj I 心に神社3 I’｜二3倒i， 寺院 12件19隙について二次調交を行なった。

布，，社本肢の形式をみると， A世棚j込を合めて春II i告がLE倒的に多く， この 地点においても広

く分布していたことが知られる。他l主流造で， それ以外の形式は比られなL、。規模はー11111上が

ほとんどであり， mイFの 社肢は明治H制t以降．のものが大半を占めている。本殿で・は三！Bl社説L造

の 川原 － �益収11社本殿が17世紀後WJとH主主iiされ， J1;t古の逃 .Wtとなる。岩手H j告の代表例は:w：ワ ・

附玉命科1.?J二本』肢があげられる。やや洗練を欠くj也）y('Fで改造もJmわっているが，当初は 1 8 111：紀

後半にはさかの ぼるものであろう。み；殿を持たぬ判11.11.!：遇拝形式を弓j：る飛鳥 － 飛鳥坐神社の拝殿

は， 切JiJ告で内部2本の れを椀i1守とする変わった形式を持ち ，18 111：紀中JUIの （
＇Fと忠われる。 こ

の他に近｜止のJ半島tはほとんど依存していなL、。

十院で•（i， まず巡礼地として栄える問 ・ 屯輩寺（！if;h'l'・）がill築の質量共に屈指の 存在である。

仁王門(1612）が国指定， ，！t院及び楼l"l（いずれも17世紀初）が県指定を受けている他，克政5 if 

(1793）の 建立と伝える本主も， 前ii'li-1甘Jj凶り吹きはなちとした部分の天;JIニ まわりの意匠に迫

力がある。 また，古代の大：..＇1＇を受け継ぐ寺院があるのもこの地点の特色であり，安居院OIH.�ぜo .

,Ji、相寺（川以守〉， 同寺などが挙げられる。宗派別では浄土宗が七；別を占める。｜刈 ・，，；＼·谷寺本企

(1817）， 稲v::i. む師寺本立(19世紀jjijJUI)が整備された浄土宗本立の 代表例であるが， －）1
＂

祝

J: . . Jミ安守；早J印Ii 1:1: 

戸 ・ l..il称号年本：単(18世紀後JUI)などの ようにー 陳で堂 －

mn誌を半ばする辿築も多L、。

今回の調査で・はmu、しの 確認で・きたもの は少なかった

が， 鬼瓦に銘を持つものが多く， 建立年代の 舵定に参

考ーとなった。社寺を泊じて年代の 確定する／ll(古のもの
かUら

は」二・長安寺薬師＇.£である。近年瓦を立き将えたの を

はじめ， 内部にも一部改造があるが， 調llffllに古い絵掠

がみられ， 相li札王手，iL\(i宝7k2年（1705）であった。 近

く報告』をFil ( jの子kじである。 (li':ii>:t基白）
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